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チーズ、ヨーグルト、牛乳、バターなど、まいにちの食
生活に欠かせない原料である生乳。
ニュースでも見るとおり、餌代高騰で経営が厳しく、多

くの温室効果ガスを排出することで対策を求められること
から、相模原のような都市近郊では酪農の存立基盤が狭め
られています。
そこで、都市近郊酪農の存立条件を、東京・神奈川で酪

農を営む経営に見学やインタビューすることを通じて、ど
うしたら発展できるのか経済・環境などをキーワードに考
えたいと思います。

まず、東京都・神奈川県内の酪農家をピックアップし、それぞれの生乳の生産と販売、経営
に関する情報を集めます（訪問orインタビューを月に１回程度行いたいと思います）
そのインタビューを１０人を目標に行った上で、都市近郊酪農の現状と課題を経営経済・環境・
アニマルウェルフェア・６次産業化・生産と消費の関係という５つのキーワ－ドに従って、
発展のための新しいヒントを導き出したいと思います。

１ 日本の酪農について、文献と現場を通じて学ぶことができる
２ 経営経済・環境・アニマルウェルフェア・６次産業化を理解できる
３ 食料・農業・農村と、それに関する仕事について理解が深まる
４ 生産と消費の関係について実態に基づいた理解ができる

面談を行い主体的探求意欲のある学生さんに参加して欲しいと思います
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